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「理想の社会」の実現に向けて
パナソニックの大きな目標は、物と心の両面で豊かさに満ちた「理想の

社会」の実現です。

その実現を目指すには、時々の社会課題に正面から向き合い、解決に
貢献していくことが重要になります。

社会課題が多様化していくなかで、自社商品やサービスを通じた直接的な
解決だけでなく、地域のエコシステムを牽引するみなさまに技術のタネを
提供することでも社会にお役立ちできればと考えております。

このビジネスヒント集は、技術のタネ、すなわち、私たちの特許技術を
アイディアとして表現したものになります。

この冊子がみなさまのお困りごとを解決するヒントになれば幸いです。

課題解決に向け、技術のタネをどう活用いただけるか、この冊子を
きっかけにみなさまとお話しできることを楽しみにしております。

2022年5月
パナソニックIPマネジメント株式会社

この冊子（以下「当冊子」とします）は、パナソニック株式会社（以下「当社」とします）が作成しています。
当冊子のご利用に先立ち、以下の利用条件をよくお読みいただき、これらの条件に同意された場合のみご利用
ください。当冊子をご利用いただく場合は、すべての条件に同意されたとみなします。　

【著作権について】当冊子で公開されるテキスト、画像、イラスト、商標など、すべての内容（以下、総称として
コンテンツと呼びます）に関する権利は、当社または原著作者に帰属します。これらコンテンツの私的複製などは、
法律によって認められる範囲を超えての使用はできません。当社、原著作者の許諾を得ることなく複製、改変、
転載、販売、出版など著作権法そのほか法律に触れる行為は禁止されております。　

【商標について】当冊子内の商標および、キャラクター、ロゴマーク、商号に関する権利は、当社または個々の
権利の所有者に帰属します。商標法権そのほか法律により認められる場合を除き、正当な権限なく無断で使
用することは禁止されております。

【禁止事項】当冊子のご利用に際し、次の行為を禁止します。●当社の財産もしくはプライバシーを侵害する
行為、または侵害するおそれのある行為。●当社に、不利益もしくは損害を与える行為、またはそのおそれが
ある行為。●当社の名誉もしくは信用を毀損する行為。●公序良俗に反する行為、またはそのおそれのある
行為。●犯罪行為または犯罪に結びつく行為、またはそのおそれがある行為。●その他、法律、法令または
条例に違反する行為、またはそのおそれのある行為。●その他、当社が不適切と判断する行為。

【免責事項】当社は、当冊子に掲載する情報に関して、もしくは当冊子を利用したことでトラブルや損失、 
損害が発生しても、なんら責任を負うものではありません。当社は、当冊子の構成、利用条件、URL および
コンテンツなどを、予告なしに変更または削除する場合があります。　

【準拠法および管轄裁判所について】当冊子の解釈および適用は、日本国法に準拠するものとします。
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■掲載内容についてのお問い合わせ先
本冊子に掲載の内容については下記にお問い合わせください。

◎パナソニックIPマネジメント株式会社　ビジネス創出支援担当 宛
　 innovation_ipc_contact@ml.jp.panasonic.com

特許技術SDK・APIとは？
特許技術 SDK/APIとは、大企業などが保有する特許技術そのものを、より多く
の方々が利用しやすいように、当社で SDK/API 化開発を実施したソフトウェアで
す。特許技術を SDK/API 化する前段階として、当社でいまの時代に有効活用でき
そうな ITや IoT分野に特化した技術を選定し仕様設計を行い開発しておりますの
で、厳選された技術が集約されています。
また、SDK/APIという形をとることにより、利用環境が整ってさえいれば、すぐ
にでも事業に活用できるため、当該技術を必要とする企業、開発者、企業家など
といった方々にライセンスすることでビジネスを加速させるツールとなります。
これからは他社の特許技術を活用して、事業を加速する時代です。特許技術を
SDK/API 化したものを活用して事業の加速化をサポート。プログラムに SDKや
API を行うことで、特許技術をすぐにご利用いただけます。
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●この冊子の記載内容は2022年5月現在のものです。
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